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市の人口と予算

ま
も
な
く
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
各
種
行
政
手
続

き
を
す
る
際
、
他
人
に
よ
る

「
な
り
す
ま
し
申
請
」
や
通
信

途
中
で
の
「
改
ざ
ん
」
な
ど
を

防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。
今
号

で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
】

こ
の
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

と
、
自
宅
に
い
な
が
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
、
所
得
税
の
申
告

や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
な
ど
の

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
に
当
た
っ
て
、
他
人
に
よ

る
「
な
り
す
ま
し
申
請
」
や
通

信
途
中
で
の
「
改
ざ
ん
」
な
ど

を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

平
成
十
五
年
市
議
会
第

四
回
定
例
会
が
十
二
月
四

日
に
開
会
さ
れ
、
流
山
市

部
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
な
ど
、
当
初
議
案
十

二
件
に
つ
い
て
審
議
中
で

す
。
会
期
は
今
月
二
十
二

日
ま
で
。
こ
の
定
例
会
の

冒
頭
、
井
崎
市
長
は
、
十

八
項
目
に
つ
い
て
一
般
報

告
を
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
２
・
３
面
）

電
子
証
明
書
を
交
付
す
る
（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
個
人
が

認
証
で
き
る
情
報
を
記
録
す

る
）
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た

改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
機
能
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
】

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

手
続
き
に
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。こ
れ
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
、
高

度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備

え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
あ
る
た
め

で
す
。

【
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
】（
左
図
参
照
）

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

持
っ
て
、
市
役
所
に
行
く
②
電

子
証
明
書
発
行
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
窓
口
に
提
出

す
る
。
※
カ
ー
ド
が
顔
写
真
入

り
で
な
い
と
き
は
、
本
人
確
認

が
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
の
提
示
が
必
要
③
担
当

職
員
の
案
内
を
受
け
て
、
窓
口

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
鍵
ペ
ア

生
成
装
置
」
に
カ
ー
ド
を
セ
ッ

ト
し
、画
面
の
表
示
に
従
っ
て
、

電
子
証
明
書
の
発
行
に
必
要
な

鍵
ペ
ア
（
暗
号
情
報
）
を
作
成

す
る
④
窓
口
に
鍵
ペ
ア
の
情
報

が
入
っ
た
カ
ー
ド
を
提
出
す

る
。
担
当
職
員
が
電
子
証
明
書

を
カ
ー
ド
の
中
に
記
録
す
る

【
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
期
間
】

交
付
日
か
ら
三
年
間
。

【
４
月
か
ら
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
】

一
件
五
百
円
（
平
成
十
六
年

三
月
ま
で
は
国
が
事
務
費
を
負

担
す
る
た
め
、
個
人
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
も
う

少
し
先
で
す
】

名
古
屋
国
税
局
管
内
で
は
、

二
月
ご
ろ
か
ら
所
得
税
の
申
告

が
自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
、
各
種
申
請
手
続
き
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
で

き
る
の
は
少
し
先
に
な
り
ま

す
。
※
利
用
可
能
に
な
っ
た
サ

ー
ビ
ス
は
、
そ
の
都
度
「
広
報

な
が
れ
や
ま
」
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

【
パ
ソ
コ
ン
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
】

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
、
国
・
県
な
ど
の
各
種

申
請
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、

パ
ソ
コ
ン
と
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（
読
取
装
置
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

十
一
月
二
十
八
日
、
行
財
政

改
革
審
議
会
が
発
足
し
、
初
め

て
の
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

井
崎
市
長
は
、
片
岡
興
一
会
長

に
新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
作
成
と
人
事
・
給
与
、
補
助

金
、
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。
こ

の
審
議
会
は
、
市
民
な
ど
の
意

見
を
行
財
政
改
革
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
附
属
機
関
と
し
て
新

た
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
審

議
会
の
委
員
は
、
公
募
し
た
五

人
を
含
め
、
学
識
経
験
者
な
ど

十
五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
委
員
は
次
の
と
お

骨
造
（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）

の
建
物
で
、
一
日
の
ご
み
処
理
能
力
は
、

最
大
で
二
百
七
ト
ン
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
有
害
物
質
の
排

出
規
制
に
十
分
対
応
で
き
る
全
国
で
も

有
数
の
最
新
鋭
設
備
を
誇
る
施
設
で

す
。こ

の
施
設
は
、
来
年
四
月
か
ら
の
本

格
稼
働
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
実
際
に
ご

み
を
燃
や
す
試
運
転
が
行
わ
れ
、
各
種

性
能
試
験
な
ど
、
施
設
が
適
正
に
稼
働

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
後
に
、
来
年

三
月
、
正
式
に
施
設
が
引
き
渡
さ
れ
る

予
定
で
す
。

□問
ク
リ
ー
ン
施
設
建
設
課
�
７
１
５

０
―

６
１
２
６

平
成
十
三
年
度
か
ら
建
設
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設

で
、
十
二
月
三
日
施
工
業
者
主
催
の

「
火
入
れ
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
の
「
火
入
れ
の
儀
」
で
は
、
関
係
者

を
代
表
し
て
、
井
崎
市
長
や
施
工
業
者

役
員
ら
が
焼
却
炉
の
点
火
ボ
タ
ン
を
押

す
と
焼
却
炉
が
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
一
斉
に
大
き
な
拍
手
。
施

主
と
し
て
井
崎
市
長
は
、「
火
入
れ
式

が
無
事
、
滞
り
な
く
行
わ
れ
、
こ
の
大

事
業
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
支
え
て

い
た
だ
い
た
周
辺
自
治
会
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
市
民
に
深
く
感
謝
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
、
地
下
二
階
地
上
五
階
建
て
、
鉄

り
。

〈
敬
称
略
〉

【
人
事
・
給
与
部
会
】
▽
氏
名

（
年
齢
）
／
住
所
／
略
歴
＝
①

上
竹
寛
精
（
32
）
／
美
原
／
会

社
役
員
②
大
輪
日
出
夫
（
50
）

／
桐
ケ
谷
／
団
体
職
員
③
小
林

忠
（
52
）
／
平
和
台
／
議
員
秘

書
④
永
山
弘
明
（
44
）
／
宮
園

／
会
社
経
営
⑤
平
山
満
紀（
39
）

／
駒
木
／
大
学
助
教
授

【
補
助
金
部
会
】
▽
氏
名
（
年

齢
）
／
住
所
／
略
歴
＝
①
浅
井

昌
之
（
58
）
／
南
流
山
／
税
理

士
②
池
森
政
治
（
62
）
／
平
和

台
／
会
社
役
員
③
後
田
博
美

（
52
）
／
南
流
山
／
小
学
校
校

長
④
細
田
文
昭
（
63
）
／
鰭
ケ

崎
／
会
社
経
営
⑤
増
岡
信
男

（
71
）
／
向
小
金
／
元
大
学
教

職
員

【
公
共
施
設
管
理
・
運
営
部

会
】
▽
氏
名
（
年
齢
）
／
住
所

／
略
歴
＝
①
岩
佐
千
代
子（
56
）

／
西
初
石
／
元
小
学
校
教
員
②

片
岡
興
一
（
64
）
／
東
深
井
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
役
員
③
鎌
田
恵
子

（
56
）／
南
流
山
／
医
師
④
佐
久

間
裕
秋
（
48
）
／
柏
市
／
大
学

教
授
⑤
田
口
佳
子
（
50
）
／
東

深
井
／
陶
芸
作
家

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
８

【
出
張
所
で
も
住
基
カ
ー
ド

を
交
付
】

現
在
、
市
役
所
で
交
付
し
て

い
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
、
平
成
十
六
年
一
月
五
日
か

ら
出
張
所
で
も
交
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▽
カ
ー
ド
の
種
類
＝
「
顔
写
真

入
り
」
と
「
写
真
な
し
」
の
２
種

類
▽
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
＝
10
年

間
▽
手
数
料
＝
１
件
５
０
０
円

【
市
役
所
で
は
一
部
即
日
交
付
も
】

本
人
に
よ
る
申
請
で
、
運
転

免
許
証
な
ど
官
公
署
発
行
の
写

真
入
り
の
身
分
証
に
よ
る
本
人

確
認
が
で
き
る
場
合
に
は
、
平

成
十
六
年
一
月
五
日
か
ら
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
市
役
所
で

即
日
交
付
し
ま
す
。
※
出
張
所
で

は
、
後
日
交
付
と
な
り
ま
す

【人口・世帯】〈12月1日現在〉
合計＝152,064人 （＋125）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,355人 （＋48）
女 ＝ 76,709人 （＋77）
世帯＝ 56,258世帯（＋94）
【予算】〈12月1日現在〉
一 般 会 計＝39,020,437千円
特別・企業会計＝37,846,956千円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
が
る
便
利
な
社
会
の
第
一
歩 

公
的
個
人
認 

証
サ
ー
ビ
ス 

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト 

□市民課 
�7150－6075
問 

行
財
政
改
革
審
議
会
が
発
足

15
人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る

市
議
会
定
例
会

12
議
案
を
審
議
中

新ごみ焼却施設「火入れ式」
地元自治会長など多数参加

公的個人認証サービスを 
ご利用になるには 

公的個人認証サービスを 
ご利用になるには 

公的個人認証サービスを 
ご利用になるには 

住民基本台帳カード（ICカ
ード）を持って、市区町村役
場へ行きます。 

電子証明書発行申請書を
提出し、写真付きの公的な
身分証明書（免許証など）
を提示します。 

窓口に設置されている鍵ペ
ア生成装置にICカードをセ
ットし、画面の表示に従って
電子証明書の発行に必要な
鍵ペアを作成します。 

窓口にカードを提出し、電子
証明書をカードの中に記録
します。 

1

2

3

4

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

市長から片岡会長へ諮問
書が手渡された
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【
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
】

十
一
月
十
二
日
、
流
山
市
戦

没
者
追
悼
式
を
文
化
会
館
で
挙

行
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

お
よ
び
被
災
者
の
方
々
等
三
百

三
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
戦
没
者
の
方
々
に
対
し
、

恒
久
平
和
の
確
立
と
市
民
福
祉

の
向
上
な
ら
び
に
豊
か
な
郷
土

流
山
の
発
展
の
た
め
、
今
後
と

も
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
つ
い
て
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
県
に
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
二
日

付
け
で
県
か
ら
社
会
福
祉
法
人

「
流
山
あ
け
ぼ
の
会
」
を
事
前

協
議
対
象
と
し
て
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
五
十
床
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
十
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
定
員
二
十
人
を
上

限
と
し
て
の
国
庫
補
助
整
備
枠

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

法
人
と
し
て
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
七
十
床
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
二
十
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
定
員
三
十
人
で
整

備
し
た
い
意
向
で
し
た
。
市
で

も
補
助
枠
を
超
え
た
整
備
に
つ

い
て
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
県
の

内
諾
を
得
て
、
来
年
一
月
の
国

へ
の
建
設
協
議
書
の
提
出
に
向

け
、
現
在
、
県
と
協
議
中
で
す
。

【
障
害
者
福
祉
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
】

①
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所

「
さ
つ
き
園
」
が
、
平
成
十
六

年
四
月
開
設
に
向
け
、
建
替
工

事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
鉄
骨

造
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
九
百

六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
従
来
の

福
祉
作
業
所
に
加
え
、
新
た
に

障
害
者
の
雇
用
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

②
在
宅
福
祉
の
要
で
あ
る

（
仮
称
）
西
深
井
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
年

明
け
早
々
に
着
工
し
ま
す
。
場

所
は
、
西
深
井
地
先
で
、
鉄
骨

造
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
二
百

二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
。
来
年
七

月
の
開
設
を
目
指
し
て
お
り
、

建
設
・
運
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
自
立
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
流
山
」

が
行
い
ま
す
。
身
体
、
知
的
お

よ
び
精
神
障
害
者
の
相
談
、
生

活
訓
練
、
地
域
交
流
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
等
の
機
能
を
備
え
、
障
害

者
の
地
域
生
活
支
援
の
中
核
を

な
す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。③

知
的
障
害
者
入
所
更
生
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
法
人
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
」

が
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成

十
七
年
度
の
継
続
事
業
で
市
内

に
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ほ
ぼ
、
県
の
承
認
が
得
ら
れ
る

見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
鉄
骨

造
り
二
階
建
て
、
延
床
面
積
千

八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
全
室
個

室
対
応
で
、
入
所
五
十
人
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
五
人
の
計
五
十

五
人
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
国
へ
の
補
助
協
議

書
の
提
出
に
向
け
、
県
と
協
議

中
で
す
。

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
マ
ホ
ロ
ニ

ー
流
山
」
が
、
こ
う
の
す
台
地

先
に
知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
二
棟
十
二
室
の
建
設
を
計

画
し
て
お
り
、
現
在
、
県
と
平

成
十
六
年
度
の
県
社
会
福
祉
施

設
整
備
補
助
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
県
へ
申
請
し
て
い
ま

し
た
「
健
康
福
祉
千
葉
特
区
」

の
一
環
と
し
て
、
介
護
保
険
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
知
的

障
害
者
を
も
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
特
区
制
度
に
、
十
一

月
二
十
八
日
、
本
市
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

【
保
育
園
の
開
設
予
定
に
つ

い
て
】

来
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
十
月
に
加
四
丁
目
地
先

に
（
仮
称
）
流
山
わ
ら
し
こ
保

育
園
の
新
築
工
事
が
着
手
さ
れ

ま
し
た
。
事
業
主
体
は
、
社
会

福
祉
法
人
た
す
け
あ
い
ク
ラ
ブ

で
、
鉄
骨
造
二
階
建
て
、
延
床

面
積
六
百
七
十
六
平
方
メ
ー
ト

ル
、
定
員
七
十
人
で
、
一
時
保

育
、
午
後
十
時
ま
で
の
延
長
保

育
、
さ
ら
に
本
市
初
の
病
後
時

保
育
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
市
で
は
、
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
保
育
所
の
拡

充
を
図
り
、民
設
民
営
方
式
で
、

南
流
山
二
丁
目
地
先
に
、
平
成

十
七
年
度
の
開
設
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
県
の
内
諾
を

受
け
、
施
設
整
備
の
た
め
の
補

助
金
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
燃
や
す
ご
み
の
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
入
り
指
定
ご
み
袋
の
廃

止
に
つ
い
て
】

ご
み
を
分
別
し
て
排
出
す
る

際
に
使
用
す
る
「
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
入
り
指
定
ご
み
袋
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
六
年
四
月
か

ら
新
ご
み
焼
却
施
設
が
本
格
稼

働
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
し

ま
す
。
本
市
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
入
り
指
定
ご
み
袋
は
、
清
美

園
の
焼
却
炉
の
損
傷
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
焼
却
熱
量
を
抑
制

す
る
効
果
の
あ
る
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
を
混
入
し
た
、
燃
や
す
ご

み
用
の
ご
み
袋
で
す
が
、
新
ご

み
焼
却
施
設
は
ご
み
を
高
温
燃

焼
処
理
し
、
焼
却
熱
量
を
抑
制

す
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
熱
抑
制
の
た
め
の
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
入
り
指
定
ご
み
袋
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

同
様
に
熱
抑
制
の
措
置
が
な
さ

れ
た
レ
ジ
袋
、
い
わ
ゆ
る
協
議

済
袋
も
合
わ
せ
て
廃
止
し
ま

す
。な

お
、
廃
止
後
の
燃
や
す
ご

み
の
ご
み
袋
は
、
燃
や
さ
な
い

ご
み
な
ど
の
他
の
ご
み
と
同
様

に
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋

と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
袋
で
の

排
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
】

建
設
費
お
よ
び
維
持
管
理
費

の
縮
減
を
図
る
た
め
、
地
域
融

和
施
設
建
設
計
画
の
見
直
し
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
十
一
月

十
八
日
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施

の
公
告
を
行
い
、
募
集
の
手
続

き
を
開
始
し
ま
し
た
。
締
切
日

ま
で
に
二
社
の
応
募
が
あ
り
、

資
格
審
査
を
し
、
こ
の
二
社
に

十
二
月
末
ま
で
に
提
案
書
の
提

出
を
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
地
域
融
和
施
設
検
討
委
員

会
で
提
案
書
を
慎
重
に
審
査

し
、
本
市
の
意
図
す
る
内
容
に

即
し
た
提
案
を
採
用
し
て
い
き

ま
す
。

【
江
戸
川
新
橋
と
整
合
す
る

（
通
称
）
都
市
軸
道
路
に
つ
い

て
】（

通
称
）
都
市
軸
道
路
に
つ

い
て
は
、
流
山
橋
の
混
雑
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、
茨
城
、
千

葉
、
埼
玉
三
県
の
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
地
域
の
中

心
拠
点
を
結
ぶ
広
域
幹
線
道
路

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成

十
四
年
度
に
国
土
交
通
省
、
埼

玉
県
、
千
葉
県
の
協
議
に
よ
り

平
成
十
六
年
度
末
を
目
途
に
都

市
計
画
決
定
を
先
行
し
、
都
市

計
画
決
定
後
、
早
期
に
事
業
に

着
手
す
る
と
の
方
向
が
示
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
千
葉
県
が
事
業

主
体
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
都
市
計

画
道
路
３
・
３
・
２
号
線
三
輪

野
山
茂
侶
神
社
地
先
か
ら
埼
玉

県
三
郷
市
へ
渡
河
す
る
江
戸
川

新
橋
間
ま
で
の
都
市
計
画
決
定

に
あ
た
り
、
地
元
住
民
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
県
と
協
議
を
重

ね
、
九
月
三
十
日
、
十
月
十
五

日
、
十
一
月
十
六
日
の
三
回
に

わ
た
り
地
元
住
民
説
明
会
を
実

施
し
、「
道
路
の
必
要
性
」「
道

路
計
画
の
概
要
」「
道
路
の
構
造
」

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
県
道
松
戸
・

野
田
線
に
平
面
交
差
す
る
構
造

案
の
提
示
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
皆
さ
ま
に
は
、
十
分

な
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
こ
ろ

ま
で
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
引
き
続
き
説
明
会
等
を
実

施
し
、
関
係
権
利
者
や
地
元
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
流
山
市
学
校
給
食
検
討
委

員
会
の
報
告
に
つ
い
て
】

昨
年
十
月
か
ら
、
学
校
給
食

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た「
学
校
給
食
検
討
委
員
会
」

よ
り
、
討
議
内
容
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
報
告
書
は
、
一
般

市
民
の
方
々
や
委
員
の
皆
さ
ん

の
貴
重
な
意
見
が
集
約
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
、
報
告
内
容
を

十
分
尊
重
し
、
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
市
営
住
宅
三
輪
野
山
団
地

に
つ
い
て
】

市
内
で
は
初
め
て
の
民
間
住

宅
の
借
上
げ
方
式
に
よ
る
市
営

住
宅
「
三
輪
野
山
団
地
」
が
十

一
月
末
に
完
成
し
、
十
一
月
三

十
日
に
引
き
渡
し
を
受
け
ま
し

た
。
中
層
耐
火
構
造
四
階
建
て

で
、部
屋
数
は
四
十
三
戸
で
す
。

タ
イ
プ
別
で
は
、
１
Ｄ
Ｋ
が
八

戸
、
２
Ｄ
Ｋ
が
十
三
戸
、
３
Ｄ

Ｋ
が
二
十
二
戸
、
内
二
戸
は
車

い
す
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
居
者
を
十
月
一
日
号
の

「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
で
一
般
募

集
を
し
た
と
こ
ろ
、
二
百
二
十

九
人
の
応
募
が
あ
り
、
公
開
抽

選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま

し
た
。
十
二
月
上
旬
か
ら
入
居

が
始
ま
り
、
年
内
に
は
す
べ
て

入
居
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

平
成
十
五
年
市
議
会
第
四
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長

は
、
十
八
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
項
目
は
、「
新
選
組
流
山
隊
実
行
委
員
会
の
活
動
」「
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
」「
行
財
政
改
革
審
議
会
」

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
」「
第
二
十
五
回
流
山
市
民

ま
つ
り
の
開
催
」「
戦
没
者
追
悼
式
」「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
」「
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
助
成
の

実
施
」「
障
害
者
福
祉
施
設
の
建
設
」「
保
育
園
の
開
設
予
定
」

「
燃
や
す
ご
み
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
指
定
ご
み
袋
の
廃

止
」「
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
」「
地
域
融
和
施

設
整
備
事
業
」「
江
戸
川
新
橋
と
整
合
す
る(

通
称)

都
市
軸
道

路
」「
流
山
市
学
校
給
食
検
討
委
員
会
の
報
告
」「
市
営
住
宅

三
輪
野
山
団
地
」「
東
武
野
田
線
初
石
駅
東
側
用
地
の
取
得
」

「
新
規
浄
水
場
整
備
事
業
に
伴
う
用
地
取
得
」
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
う
ち
、
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

市議会
第4回定例会

項
目
に
つ
い
て
報
告 
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一般報告をする
井崎市長

来年4月の開設に向けた
「さつき園」の建替工事

市内小学校の給食
11月末に完成した市営住宅

「三輪野山団地」

（仮称）流山わらしこ保育園の建築現場



※�～�は案内図の番号に対応 

※ ハガキ・・・現在、利用している方には今月下旬に「平成16年度自転車駐車場の登録手続について」を郵送します 
※ 申請書・・・市役所コミュニティ課および江戸川台・新川・初石出張所にあります 
※ 投函箱・・・各駅と江戸川台・新川・初石出張所に設置します 　※ 原付・・・原動機付自転車   

自転車駐車場（駐輪場） 

継続・新規利用、変更などの手続きを 
来年4月からの利用者を受け付け 来年4月からの利用者を受け付け 

駐輪場（抽選対象） 左の駐輪場（抽選対象）の利用を希望する方は、下の利用者区分に従い手続きをして下さい｡ 

名　称 No. 原付 

不可 ��江戸川台駅西口 

流山駅西側第２ 不可 ��

不可 江戸川台駅東口 ��

利用者区分 受付期間 注意事項 

〈新規利用〉 

〈継続利用〉 

 

駐輪場（抽選なし） 
手続き 

手続き 

受付期間 利用者区分 注意事項 

〈新規利用〉 

〈継続利用〉 

〈継続利用〉 

〈継続利用〉 

〈利用取り消し〉 

・初石駅の駐輪場は、収
容可能台数が少ないため、
駅の東側にお住まいの方は、
駅東側の駐輪場をご利用
ください 
 
・「共通」となっている駐輪
場は、各 ど々ちらか空いて
いる駐輪場を利用してい
ただきます 
 

ハガキ裏面に 
必要事項を記入��

申請書に 
必要事項を記入��

コミュニテイ課へ提出 
※直接持参するか、郵送してください｡  
郵送の場合も期間内に届くように発送 
してください 

コミュニテイ課へ提出 
※直接持参するか、郵送してくだ 
さい  

各駅または 
出張所の投函箱へ入れる 

ハガキ裏面に 
必要事項を記入� 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

平成15年12月15日��
　　　～平成16年1月9日�  

平成15年12月26日�～平成16年1月12日��

平成15年12月26日�～平成16年1月12日��

平成15年12月26日�～平成16年1月12日��

平成15年12月15日�以降　 
随時受け付け 

平成15年12月26日�～平成16年1月12日��
※出張所は平成16年1月9日�まで（12月27日～ 
平成16年1月4日を除く） 
 

・必ず、第2希望の駐輪場
を記入してください  
・抽選結果は、来年3月初
旬に登録手数料納入通知
書とともに送付する決定通
知書でお知らせします  

・駐輪場を 
　変更しない方 

・駐輪場を 
　変更したい方 

・車種の変更 
　自転車⇔原付 

・来年4月から駐輪場 
　を利用しない方 

申請書に 
必要事項を記入�　 

手続不要 

ハガキ裏面に 
必要事項を記入� 
 

ハガキ裏面の 
指定位置に　��
キャンセルと 
記入 

※期間終了後も市役所で随時受け付け 

※出張所は平成16年1月9日�まで（12月 
27日～平成16年1月4日を除く） 

※期間終了後も市役所で随時受け付け 

※出張所は平成16年1月9日�まで（12月 
27日～平成16年1月4日を除く） 

※出張所は平成16年1月9日�まで（12月 
27日～平成16年1月4日を除く） 
※期間終了後も市役所に随時ご連絡ください 

　4月1日からの自転車駐
車場の利用登録申請を受
け付けます。下表を参考
に手続きをして下さい。 

　□コミュニティ課 
 �７１５０－６０７６ 

駐輪場 
自転車放置禁止区域 

左の駐輪場（抽選なし）の利用を希望する方は、下の利用者区分等に従い手続きをして下さい｡ 

・現在利用している方 
・他の駐輪場から変更したい方 
 

　登録手数料（年額） 

　※隣接の柏市、野田市、松戸市の居住者は、市内居住者と同額 

共
通 

共
通 

共
通 

共
通 

共
通 

問 

No. 原付 名　　称 
可 流山駅西側第１ 

流山駅東側 可 
平和台駅第１ 可 
平和台駅第２ 不可 

可 鰭ケ崎駅第１ 
鰭ケ崎駅第２ 可 

可 運河堤防 

可 運河堤防 
運河駅第１ 不可 

可 運河駅第２ 

可 江戸川台駅東口第１ 
江戸川台駅東口第２ 可 

可 江戸川台駅西口第１ 
江戸川台駅西口第２ 可 
初石駅東側第１ 不可 

不可 初石駅東側第３ 
初石駅東側第２ 可 
初石駅西側第１ 不可 
初石駅西側第２ 

��
��
��
��
	�

�
��
��
��

�
��
��
��
��
��
��
��
��
�� 可 

運河駅 
至
野
田
市
駅 

至
江
戸
川
台
駅 

利
根
運
河 

運河駅周辺 

市内居住者 市内居住者以外 

一 　 　 般  
高校生以下 

利用登録者 
金　　　額（１台に付き） 

原動機付自転車 自転車 原動機付自転車 自転車 
3,000円 6,000円 
1,500円 3,000円 

6,000円 12,000円 

109

8
鰭ケ崎駅周辺 

至平和台駅 至馬橋駅 鰭ケ崎駅 

6 7 
 

至
流
山
駅 平和台駅 

平和台駅周辺 

イトー 
ヨ－カドー 

5

4

至
鰭
ケ
崎
駅 

3

1
2

流山駅周辺 
流
山 

市
役
所 

流山駅 

至
平
和
台
駅 

東口 

江戸川台駅 
至初石駅 

西口 

江戸川台駅周辺 

至運河駅 

12
11 13

161415
至江戸川台駅 スーパー 

初　石　駅 

シルバー人材センター 
� 

� 初石公民館 

至豊四季駅 

� 

銀行 

郵便局 

� 

初石駅周辺 

��
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【
東
武
野
田
線
初
石
駅
東
側

用
地
の
取
得
に
つ
い
て
】

東
武
野
田
線
初
石
駅
東
口
の

開
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
は
も

と
よ
り
同
駅
を
利
用
す
る
柏
市

民
か
ら
も
強
い
要
請
が
あ
り
、

市
も
東
武
鉄
道
�
と
協
議
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
壁
は
厚
く

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
折
、
東
武
鉄
道

用
地
（
約
千
五
百
四
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
）
の
売
却
の
話
が
あ

り
、
関
係
各
課
で
取
得
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成

十
五
年
度
に
流
山
市
土
地
開
発

基
金
を
も
っ
て
購
入
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
購
入
の
単

価
等
に
つ
い
て
は
、
東
武
鉄
道

�
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

【
新
規
浄
水
場
整
備
事
業
に

伴
う
用
地
取
得
に
つ
い
て
】

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
沿

線
四
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に

併
わ
せ
、
市
水
道
局
発
注
の
配

水
管
布
設
工
事
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
沿
線
区
域
を
含
め
、

新
規
浄
水
場
は
、
都
市
基
盤
整

備
公
団
施
行
区
域
内
の
西
初
石

地
区
に
一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

用
地
を
確
保
す
る
た
め
、
公
団

に
よ
る
事
業
認
可
の
変
更
手
続

き
事
務
と
平
行
し
て
、
継
続
的

に
用
地
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
十
一
月
十
八
日
に
当
初
予

算
見
込
み
額
の
一
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
二
十
一
万
円
に
対

し
、
四
万
一
千
円
低
い
十
六
万

九
千
円
、
総
額
二
十
七
億
三
千

万
円
に
対
し
、
五
億
三
千
三
百

万
円
低
い
二
十
一
億
九
千
七
百

万
円
で
合
意
し
、
近
々
正
式
に

契
約
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

昨年度の職員採用に関して、市内在住者に120点の加算
を行って、試験の公正さを欠くという問題が一部のマスコ
ミに報じられました。
この件については、地方公務員法第15条に照らしても本
来ありえないことで、極めて不適切な問題であります。私
としては、市民に公正な行政執行をすべき市役所の責任を
明らかにするために、専門家を交えた「職員採用問題調査
委員会」（仮称）を設置し、事実関係を明らかにしてまい
りたいと考えています。
なお、本年度の採用試験では、受験成績に基づく採用を
より開かれた形とするため、民間企業からの採用担当者を
市民代表として試験選考委員に加えた面接を実施し、公正
さを確保しています。
この件について昨年度の受験者に対しては、文書による
お詫びをしてまいります。
受験者の皆さま、特に市外からの受験者の方々に深くお
詫び申し上げます。

初石駅東側の用地

市長コメント「昨年度の職員採用に
関する一連の報道について」
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表中の柏市、我孫子市、
千葉県の数値は、「広報か
しわ」、「広報あびこ」お
よび「ちば県民だより」
を参考に引用しました。
この紙面の内容は、千

葉県や他市と同様に「地
方公共団体における職員
給与等の公表について」
（昭和56年10月13日付け自
治給第45号自治事務次官
通知）の様式記載要領な
どに準じて掲載している
ものです。

市職員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生計費、国
や他の地方公共団体の職員の給与、民間企業従業員の給与、その
他の事情を考慮して決めることになっています。そして、国家公
務員給与の人事院勧告などを考慮して、議会の議決を経て定めら
れた条例とそれに基づく規則によって支給されています。

流 山 市  

柏 市  

我孫子市  

150,703 

328,028 

129,530

39,859,199 

82,991,778 

29,883,846

791,191 

2,882,148 

1,165,438

10,035,850 

21,048,344 

9,621,505

25.2 

25.4 

32.2

28.4 

24.2 

31.2

区分 
住民基本 
台帳人口 

千円 
歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率 

（Ｂ/A） 
13年度の 
人件費率 

千円 千円 ％ ％ 

（Ｈ15.3.31現在） 

区分 職員数 
人 
給与費 給料 構成比 職員手当 構成比 期末・ 

勤勉手当 
構成比 1人当たり 

の給与費 

千円 千円 千円 千円 ％ ％ 千円 ％ 

流 山 市  

柏 市  

我孫子市 

1,064 

2,281 

944

8,119,600 

17,324,194 

7,307,604

4,703,656 

9,832,822 

4,174,098

57.9 

56.8 

57.1

1,247,440 

2,980,372 

1,180,951

15.4 

17.2 

16.2

2,168,504 

4,511,000 

1,952,555

26.7  

26.0  

26.7 

7,631 

7,595 

7,741

普通会計
当初予算 
一般会計
当初予算
普通会計
当初予算 

一般行政 

職員 

技能・労 

務職員 

流山市 
柏市 

我孫子市 
千葉県 
流山市 
柏市 

我孫子市 
千葉県 

385,879円 
374,178円 
374,611円 
375,647円 
316,949円 
320,302円 
344,921円 
335,814円 

45.1歳 
44.2歳 
43.5歳 
43.6歳 
47.4歳 
49.3歳 
45.5歳 
48.5歳 

一般行政 

職員 

技能・労 

務職員 

流山市 
柏市 

我孫子市 
千葉県 
流山市 
柏市 

我孫子市 
千葉県 

487,933円 
484,737円 
491,457円 
461,395円 
393,492円 
397,165円 
416,110円 
385,413円 

45.1歳 
44.2歳 
43.5歳 
43.6歳 
47.4歳 
49.3歳 
45.5歳 
48.5歳 

区分 
決定初任給 採用2年経過後の給料月額 

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒 

流 山 市  
柏 市  

我 孫 子 市  
千 葉 県  

178,400円 
186,600円 
185,600円 
178,400円 
180,900円 
171,500円 

144,000円 
150,200円 
149,200円 
144,000円 

 
 

139,500円 

192,800円 
201,200円 
200,200円 
191,600円 
200,200円 
185,600円 

155,000円 
162,000円 
161,000円 
155,000円 

 
 

149,200円 

Ⅰ種 
Ⅱ種 国 

区分 

一　般　行　政　職  

大　学　卒  高　校　卒 

10年 15年 20年 10年 15年 20年 

流 山 市  

柏 市  

我孫子市  

千 葉 県  

280,675円 

281,653円 

267,800円 

282,785円 

327,155円 

330,909円 

311,600円 

347,112円 

389,655円 

366,750円 

370,200円 

405,254円 

223,300円 

224,300円 

215,900円 

222,400円 

265,967円 

273,267円 

267,800円 

277,821円 

315,867円 

343,075円 

323,800円 

346,702円 

区分 
職員数（Ａ） 比率（Ｂ/A） 普通昇給期間（12～24カ月） 

を短縮して昇給した職員数（B） 

流 山 市  
柏 市  

我孫子市  
千 葉 県  

13年度 
540人 
1,003人 
507人 

10,932人 

14年度 
543人 
1,012人 
502人 

10,881人 

13年度 
0人 
16人 
4人 

2,229人 

14年度 
0人 
21人 
6人 

1,989人 

13年度 
0% 
1.6% 
0.8% 
20.4%

14年度 
0% 
2.2% 
1.2% 
18.3%

職員給与等の公表

（１）人件費の状況（平成14年度普通会計決算）

（４）職員の初任給の状況（一般行政職） （平成15年4月1日現在）

（平成15年4月1日現在）

（平成15年4月1日現在）

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます

（２）職員給与費の状況

平均給料月額 平均給与月額

※職員手当には、退職手当を含みません

（３）職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成15年4月1日現在）

※給与月額とは、職員に月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退職手当を除く）の合計をいいます

※大学等卒業後、直ちに採用された場合の初任給とその後引き続き２年間勤務した場合の給料月額です

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

※経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は採用後の年数を、採用前
に民間企業での勤務歴などがある場合はその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます

本市では厳しい財政事情により、以下の
とおり人件費の削減措置を行っています（ ）

※職員数は、本市の給与条例に基づく給料表の区分によります
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※級制は、従来の8級制から9級制に改正（平成13年4月1日）されています

（６）昇給期間短縮の状況（一般行政職）

（７）一般行政職の級別職員数の状況

区　　分

標準的な
職務内容

職員数（人）

構成比（％）

1年前の構成比（％）

5年前の構成比（％）

２級

主 事
技 師

51

9.5

7.7

14.2

１級

事務員
技術員

4

0.7

2.8

1.4

主任主事
主任技師

69

12.9

15.1

29.5

副主査

30

5.6

4.6

-

係 長
主 査

212

39.5

38.5

34.9

係 長
主 査

48

8.9

7.9

3.1

３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計

課長
補佐

60

11.2

11.6

6.9

次 長
課 長

50

9.3

9.4

8.0

部 長
事務局長

13

2.4

2.4

2.0

537

100.0

100.0

100.0

（10）特別職等の報酬月額等の状況

※市長、助役、収入役については、平成５年12月１日から適用しています
（市長、助役、収入役については平成15年7月1日から給料月額の20％を減額中）
※議長、副議長、議員については、平成10年４月１日から適用しています

（９）人件費削減措置　

区　分

扶養手当

○配偶者 14,000円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 6,000円
３人目から １人 5,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

住居手当

○借家の場合（家賃11,500円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,500円を限
度に支給

○自宅の場合
世帯主　9,300円
その他　3,100円

通勤手当

期末手当
勤勉手当

退職手当

○電車・バスを利用する場合
定期代を全額支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて5,100円～
32,830円を支給

（支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.55月分 0.7 月分
12月期 1.70月分 0.7 月分
計 3.25月分 1.4月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 34.65月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
その他の加算措置 定年前早期退職

特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 勤続15年以上・勧奨
定年退職者１～２号給

１人当たりの平均支給額 23,454千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 28.875月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
その他の加算措置 定年前早期退職

特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 1号俸

○電車・バスを利用する場合
定期代等45,000円までは全額支
給、それを超える部分は半額
支給（5,000円を限度）

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて2,000円～
20,900円を支給

○借家の場合（家賃12,000円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,000円を限
度に支給

○自宅の場合
1,000円（新築・購入後５年間
2,500円）

○配偶者 14,000円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 6,000円
３人目から １人 5,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

本　　　　市 国

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

（支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.55月分 0.7月分
12月期 1.70月分 0.7月分
計 3.25月分 1.4月分

特殊勤務
手　　当

平成14年度
決　　　算

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

支給額が多い手当

多くの職員に支給され
ている手当

60.4％

73,384円

33

消防出動手当、社会福祉手当、
保健手当、清掃業務手当

消防出動手当、社会福祉手当、
保健手当、調理業務手当

調整手当
（平成15年
４月１日）

支給対象地域
支 給 率
支給対象職員数

国の制度
（支給率）

支給対象職員１
人当たり平均支
給年額
（平成14年度決算）

市内全域
10％
1,117人

465,389円

０％

３％

10％

 
 
 

 
 
 

千葉県乙地
成田新東京
国際空港区域

時間外

勤　務

手　当

区分

13年度
（決算）

14年度
（決算）

支給総額

225,738千円

152,952千円

職　員
１人当たり
支給年額

235千円

159千円

削減措置区分

管理職手当の減額

期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

給料月額の減額
特別職

一般職

実施期間 内　　　　　　　容

管理職手当を10％減額

管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎
額に加算する率を一律３％～５％引き下げ

市長、助役、収入役および教育長
の給料月額を20％減額

11年4月から
16年3月まで

同　　上

15年7月から
当分の間

期末手当の減額
市長、助役、収入役および教育長
に支給される期末手当を10％減額

11年4月から
16年3月まで

区　分

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

930,000円

803,000円

744,000円

550,000円

490,000円

460,000円

６月期 2.25月分

12月期 2.40月分

計 4.65月分

報酬月額等 期末手当支給割合
（平成15年4月1日現在）

□問 人事課�７１５０－６０６８

（８）職員手当の状況 （平成15年4月1日現在）

※配偶者に係る扶養手当および期末・勤勉手当の支給割合は、平成15年の人事院および千葉県人事委員
会の給与勧告に伴う引き下げを含んでいません
※退職手当の「一人当たりの平均支給額」は、平成14年度に退職した全職員に支給された平均額です

※平成15年4月1日から5種類の手当を廃止および整理・統合しました
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悲惨な交通事故。追突により乗用車は大破

道化師みぎわさんのステージ
では参加者も舞台でお手伝い

古
郷
巧
実
さ
ん
の
作
品

横
川
翔
さ
ん
の
作
品

今
月
十
日
か
ら
、
県
下
一
斉

に
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
に

伴
う
道
路
の
混
雑
に
加
え
、
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
交
通
事
故
が
多
発
し
ま

す
。冬

の
交
通
安
全
運
動
は
、
交

通
安
全
思
想
の
高
揚
と
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
目
的

で
、
今
月
三
十
一
日
ま
で
展
開

し
ま
す
。

期
間
中
は
、
①
飲
酒
運
転
の

追
放
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

③
薄
暮
時
お
よ
び
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
―
を
重
点
目
標
に
、

警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

と
協
力
し
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
や
交
通

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

県
内
の
十
二
月
一
日
現
在
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
（
昨
年
も

二
位
）。
三
百
二
十
九
人
の
方

が
尊
い
命
を
亡
く
し
て
い
ま

市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い

た
「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」
の

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
市
内
三
会
場

に
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
入
賞
者
】

〈
敬
称
略
〉

▽
最
優
秀
賞
＝
古
郷
巧
実

（
八
木
北
小
５
年
）
、
横
川
翔

す
。
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
、
歩

行
中
の
高
齢
者
、
道
路
横
断
中

の
事
故
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す

市議会では、12月1日から本会議等の会議録をホームページに掲載
しています。
ホームページの中では、平成15年第1～3回定例会での一般質問や臨
時会、各常任委員会等の会議録が閲覧できます。なお、掲載内容は順
次更新していきます。
市議会ホーム
ページアドレス http://www.city.nagareyama.chiba.jp/gikai/
□問議会事務局�７１５０－６０９９

歌
っ
て
踊
っ
て
大
き
な
輪

盛
況
の
国
際
交
流
ま
つ
り

「
新
選
組
！
」そ
の
見
ど
こ
ろ

来
年
1
月
10
日
に
文
化
会
館
で

公
民
館
・
江
戸
川
大
学
の
共
催
講
座

外
国
の
方
と
気
軽
に
交
流
で

き
る
「
国
際
交
流
ま
つ
り
」

（
流
山
市
国
際
交
流
協
会
主
催
）

が
、
十
一
月
二
十
九
日
に
初
石

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
国
際
交
流
体
験
談

で
は
、
流
山
市
青
少
年
海
外
派

遣
者
の
仙
波
裕
子
さ
ん
が
、
ア

メ
リ
カ
で
お
世
話
に
な
っ
た
家

族
と
の
楽
し
い
思
い
出
な
ど
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の

ハ
ン
・
リ
ヘ
ン
さ
ん
が
日
本
に

来
た
時
、「
自
国
で
は
女
性
と

の
握
手
が
い
け
な
い
こ
と
な
の

で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ

た
」
な
ど
、
文
化
の
違
い
に
戸

惑
っ
た
体
験
を
語
る
と
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

午
後
の
交
歓
会
で
は
、
道
化

師
み
ぎ
わ
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
、
親
子
バ
ン
ド
「
そ
ね
そ

ね
く
ら
ぶ
」
の
演
奏
な
ど
が
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
委
員
有
志
に
よ
る
迫

力
あ
る
踊
り「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

で
は
、
参
加
者
も
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
大
き
な
輪
を
つ
く
り
、

会
場
に
笑
い
声
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。

□問
企
画
政
策
課
内
流
山
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

12月10日
～31日

そ
の
一
杯 

勧
め
た
あ
な
た
も 

共
犯
者

共
犯
者 

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
展
開
中 

そ
の
一
杯 

勧
め
た
あ
な
た
も 

共
犯
者 

（
南
部
中
２
年
）
▽
流
山
警
察

署
長
賞
＝
大
隅
帆
乃
茄
（
小
山

小
４
年
）、
齊
藤
園
子
（
西
初

石
中
２
年
）
▽
流
山
交
通
安
全

協
会
長
賞
＝
天
野
恵
子
（
流
山

北
小
１
年
）、
川
田
早
紀
（
常

盤
松
中
１
年
）
▽
流
山
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
長
賞
＝

鈴
木
利
穂
（
鰭
ケ
崎
小
５
年
）、

岡
村
紀
宏
（
常
盤
松
中
１
年
）

▽
教
育
長
賞
＝
五
藤
理
沙
（
新

川
小
３
年
）、
佐
野
友
紀
（
東

深
井
中
３
年
）

【
作
品
展
】

▽
期
日
／
場
所
＝
①
12
月
20

日
�
〜
25
日
�
／
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
流
山
店
②
平
成
16
年
１

月
７
日
�
〜
14
日
�
／
森
の
図

書
館
③
平
成
16
年
１
月
22
日
�

〜
28
日
�
／
流
山
郵
便
局
※
い

ず
れ
の
会
場
も
最
終
日
は
16
時

ま
で□問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
６

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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�
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�
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�
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�
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�

�
�
�
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�
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�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
市議会の会議録がホームページに

最近、市内（野々下方面）で登下校中に女の子が声を掛けられ、｢ちかん｣に
あう事案が発生しています。警察では再発防止のため、パトロールを強化
していますが、不審な人や車を見かけたら警察署にご連絡ください。
犯人は、黒っぽい車を使用。年齢20～30歳くらいで、頭髪短めの男です。
なお、被害から身を守るために防犯ブザーなどを持ちましょう。やむを
得ず1人で歩く場合は、人通りの多い道を選びましょう。
特に子どもたちが安全に登下校できるよう、学校や地域が一体となって
見守るなど、皆さんのご協力をお願いします。
□問流山警察署�７１５９－０１１０

市内で連続「ちかん」が発生！

事件事故の増加などにより、110番の通報件数が大幅に増えていま
す。また、内容も凶悪事件の発生から迷子の保護に至るまで幅広く、
市民生活の安全確保に欠かせないものとなっています。
110番は、急を要する場合に警察へ連絡するための緊急電話です。

相談ごとなどは、相談サポートコーナーまたは最寄りの警察署へお
願いします。
【相談窓口】相談サポートコーナー�０４３－２２７－９１１

０／流山警察署�７１５９－０１１０

110番はあなたを守る緊急電話

年
末
年
始
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
ス
キ
を
狙
っ
た
「
車

上
狙
い
」
や
「
ひ
っ
た
く
り
」、

「
空
き
巣
狙
い
」
な
ど
の
犯
罪

が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪

を
防
止
す
る
た
め
、
来
年
一
月

三
日
ま
で
「
年
末
年
始
特
別
警

戒
取
り
締
ま
り
」
を
実
施
し
、
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

①
短
時
間
の
駐
車
で
も
、
車

か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
現
金
や

貴
重
品
を
持
っ
て
降
り
る
②
窓

は
き
ち
ん
と
閉
め
、
ド
ア
に
は

必
ず
鍵
を
掛
け
る
③
防
犯
セ
ン

サ
ー
（
自
動
車
盗
難
警
報
機
）

を
取
り
付
け
る
※
車
の
中
を
の

ぞ
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
持
ち
歩

く
等
の
不
審
者
を
見
か
け
た
ら

「
１
１
０
番
」
へ

①
自
転
車
の
前
か
ご
に
、
ひ

っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ

せ
る
②
暗
い
道
を
避
け
、
ま
わ

り
道
で
も
明
る
い
道
を
選
ぶ
③

バ
ッ
グ
な
ど
の
持
ち
物
は
、
胸

に
抱
え
る
な
ど
用
心
す
る
（
車

が
通
る
側
の
手
に
バ
ッ
グ
な
ど

を
持
た
な
い
）

①
ひ
と
つ
の
ド
ア
（
窓
）
に

錠
を
二
個
以
上
付
け
る
②
破
り

に
く
い
防
犯
ガ
ラ
ス
に
替
え

る
、
ま
た
は
防
犯
フ
イ
ル
ム
を

張
り
付
け
る
③
ド
ア
セ
ン
サ
ー

な
ど
を
設
置
す
る

□問
流
山
警
察
署
�
７
１
５
９

―

０
１
１
０

流
山
は
、
新
選
組
局
長
近
藤

勇
が
最
後
の
陣
営
を
敷
い
た
土

地
で
す
。

公
民
館
で
は
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
学
開
放
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

時
代
に
翻
ろ
う
さ
れ
挫
折
し

な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
未
来
を

信
じ
て
生
き
た
若
者
た
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ば
し
り
を
描

い
た
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
制
作
局
チ
ー

フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
吉
川

幸
司
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
そ

の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
平
成
16
年
１
月
10

日
�
14
時
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
４
６
２

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
決
ま
る

「
車
上
狙
い
」
の

防
止
対
策

「
ひ
っ
た
く
り
」
の

防
止
対
策

「
空
き
巣
狙
い
」
の

防
止
対
策

た
め
、
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
運

転
す
る
方
は
、
常
に
安
全
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
の
方
も
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り
を
実
施 

大
　
河

ド
ラ
マ
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北部中学校の生徒がデザイン
したペナント

い
る
組
織
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
、

提
供
会
員
と
利
用
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

も
参
加
を
し
、
相
互
に
助
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
＝
利
用
会
員
…
市
内

在
住
・
在
勤
で
生
後
６
カ
月
以

上
10
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

方
／
提
供
会
員
…
市
内
在
住
で

心
身
共
に
健
康
な
方
▽
活
動
内

容
＝
保
育
園
や
小
学
校
終
了
後

の
子
ど
も
の
預
か
り
や
保
育
園

流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
安
心
し

て
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
を
地
域
社
会

全
体
で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
、「
子
育
て

の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
（
利

用
会
員
）」「
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
（
提
供
会
員
）
」

と
い
う
方
が
会
員
に
な
り
、
相

互
援
助
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

ま
で
「
歳
末
火
災
予
防
特
別
警

戒
」
を
展
開
し
ま
す
。
期
間
中

は
、
市
内
全
域
で
警
戒
パ
ト
ロ

ー
ル
や
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
こ
と
し
一
月
か
ら
十
月
末

ま
で
に
市
内
で
は
三
十
件
（
昨

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
多
く
な
り
ま
す
。
年
の
瀬
は
、

何
か
と
忙
し
く
、
火
の
元
へ
の

注
意
も
怠
り
が
ち
で
す
。
消
防

本
部
、
消
防
署
、
消
防
団
で
は
、

今
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日

農業委員の選挙人名簿登載
～申請用紙の提出は期限内に～

歳
末
火
災
予

防
特
別
警
戒

市
内
全
域
で
展
開

警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
や
広
報
活
動
を
実
施

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

家
屋
滅
失
届
の
提
出
を

選
挙
人
名
簿

の
登
録
者
数

前
回
よ
り
2
3
4
人
増

流山市ファミリー・
サポ ート・センター

等
の
送
迎
、
買
い
物
や
そ
の
他

外
出
の
際
の
子
ど
も
の
預
か
り

▽
年
会
費
＝
利
用
会
員
…
１
２

０
０
円
（
提
供
会
員
は
無
料
）

▽
利
用
料
金
＝
①
１
時
間
７
０

０
円
（
月
〜
金
曜
の
６
時
〜
22

時
）
②
１
時
間
９
０
０
円

（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
お
よ
び
①
の
時
間
帯
以
外
の

時
間
）

※
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭

で
不
用
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
や
保
育
用
品
な
ど
を
無

市
内
の
農
業
従
事
者
が
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選

挙
権
と
被
選
挙
権
を
得
る
た
め
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
で
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請
期

限
は
、
平
成
十
六
年
一
月
九
日
ま
で
で
す
。

十
一
月
に
配
布
し
た
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
農
家
組
合
長
を
通
じ
て
市
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
昭
和
59
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
方
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

□問
市
農
業
委
員
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１
０

２

年
同
期
四
十
件
）
の
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
主
な
火
災
原

因
は
、
①
放
火
、
放
火
の
疑
い

②
ガ
ス
コ
ン
ロ
③
ご
み
焼
却
中

の
不
注
意
―
―
な
ど
で
す
。

火
災
を
な
く
す
た
め
の
「
火

の
用
心
、
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

は
①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
②
寝
た
ば
こ
や

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

③
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
る
時

は
、
離
れ
な
い
④
子
ど
も
に
火

遊
び
を
さ
せ
な
い
⑤
電
気
器
具

は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線

は
し
な
い
⑥
ス
ト
ー
ブ
に
は

燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い

―
―
で
す
。

□問
予
防
消
防
課
�
７
１
５
８

―

０
１
１
９

工
業
統
計
調
査
が
、
十
二
月
三

十
一
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

く
国
の
指
定
統
計
調
査
で
、
こ
と

し
は
市
内
す
べ
て
の
製
造
業
に
属

す
る
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

十
二
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
調

査
票
を
各
事
業
所
に
配
布
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
一
月
中
旬
ご

ろ
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

□問
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６

７

料
で
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

探
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す

□問
流
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

３
―

４
１
５
１

2004年版てがぬまカレンダー
今月17日に無料で配布

保育園に送り始めて3カ月
になります。ちょっぴり初孫
ができたおばあちゃん気分を
味わっています。
月に4、5回なので、まだ顔
を覚えてもらえません。気長
に楽しく子どもとのわずかな
時間を共有していけたらと思
っています。

お
正
月
に
玄
関
な
ど
に
張
る
「
門
松
ふ

だ
」
を
、
今
月
十
七
日
か
ら
自
治
会
な
ど

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
方

や
転
入
し
て
間
も
な
い
方
に
は
、
各
出
張

所
・
公
民
館
で
も
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

緑
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
２

市
立
東
・
江
戸
川
台
幼
稚
園

で
は
、
来
年
四
月
に
入
園
す
る

園
児
を
再
募
集
し
ま
す
。

▽
場
所
＝
東
幼
稚
園
…
松
ケ

丘
３
丁
目
（
�
７
１
４
４
―

２

０
０
１
）
／
江
戸
川
台
幼
稚
園

…
江
戸
川
台
東
３
丁
目
（
�
７

１
５
２
―

０
３
５
３
）
▽
対

象
＝
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

児
で
、
幼
児
と
そ
の
保
護
者
共

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に

は
、「
家
屋
滅
失
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

家
屋
滅
失
届
は
、
取
り
壊
し

に
市
内
在
住
中
の
方
▽
募
集
園

児
数
＝
各
園
と
も
若
干
名
で
申

し
込
み
順
▽
費
用
（
共
通
）
＝

入
園
料
…
５
０
０
０
円
／
授
業

料
…
月
額
７
０
０
０
円
※
入
園

案
内
、
願
書
の
配
布
や
受
け
付

け
な
ど
詳
細
は
各
幼
稚
園
へ
問

い
合
わ
せ
を

に
よ
っ
て
存
在
し
な
い
居
宅
や

物
置
、
車
庫
な
ど
が
課
税
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
手
続

き
で
す
。

平
成
十
四
年
以
前
に
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
家
屋
取
壊
証
明

書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
取
り

壊
し
た
後
に
新
築
や
増
築
を
し

た
場
合
は
、
家
屋
調
査
の
際
、

調
査
員
に
家
屋
を
滅
失
し
た
こ

と
を
告
げ
る
だ
け
で
手
続
き
が

済
み
ま
す
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
４

手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て
作
成
さ

れ
た
「
２
０
０
４
年
版
て
が
ぬ
ま
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
今
月
十
七
日
に
、
無
料
で
配
布

し
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
17
日
�
８
時
30
分
〜
▽

場
所
＝
市
役
所
環
境
保
全
課
※
１
人
に
つ

き
１
部
配
布
し
、
な
く
な
り
次
第
終
了
で

す
□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
３

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
十
二

月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
の

登
録
者
数
は
、
十
二
万
二
千
八

百
五
十
人
（
前
回
比
二
百
三
十

四
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
六
万

七
百
四
十
六
人
、
女
性
が
六
万

二
千
百
四
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
選
挙
人
名
簿
の
登
録

は
、
正
確
な
有
権
者
数
を
把
握

す
る
た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い

ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

江
戸
川
台
駅
西
口
学
園
通
り

昭
和
会
（
安
達
典
夫
会
長
）
で

は
、
江
戸
川
台
駅
西
口
学
園
通

り
の
美
観
と
地
域
交
流
を
通
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
こ
と
し
ペ
ナ
ン

ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

学
園
通
り
に
飾
ら
れ
て
い
る

ペ
ナ
ン
ト
は
、
同
会
が
北
部
中

学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
て
、
そ
の
中
か

ら
選
ん
だ
作
品
で
す
。

同
会
長
は
、「
学
校
と
商
店

会
の
交
流
が
地
域
活
性
化
だ
け

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
温
か
く
見
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
共
に
将
来
へ

の
希
望
が
ふ
く
ら
む
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

提供会員の神田英子さんのお話 
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お正月の門松ふだ
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工業統計調査
調査の際にはご協力を

来
年
4
月
入
園
の
園
児
募
集
中

市
立
東
・
江
戸
川
台
幼
稚
園
で
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★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

★
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク

ー
ル▽

日
時
＝
12
月
24
日
�
10
時

〜
13
時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
（
親
同
伴
可
）
／

30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

３
０
０
円
程
度
▽
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

４
―

０
３
３
１

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

①
エ
ク
セ
ル
初
級
講
座
（
全

３
回
）
▽
日
程
＝
平
成
16
年
１

月
14
日
・
21
日
・
28
日
の
水
曜

９
時
30
分
〜
12
時
▽
場
所
＝
文

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝
文
字

入
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

方
／
20
人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

容
＝
エ
ク
セ
ル
機
能
を
知
る
▽

受
講
料
＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
※
保
育
（
２
歳
〜
就

学
前
児
）
あ
り

②
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
（
全

２
回
）
▽
日
程
＝
平
成
16
年
１

月
17
日
�
・
18
�
９
時
30
分
〜

12
時
30
分
▽
場
所
＝
文
化
会
館

▽
対
象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
／
18
人
（
多
数
抽
選
）
▽

内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
機
能
を
学
ぶ

▽
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

検
索
講
座
▽
日
時
＝
平
成
16
年

１
月
25
日
�
９
時
30
分
〜
15
時

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持

ち
ワ
ー
ド
が
使
え
る
方
／
20
人

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
▽

受
講
料
＝
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

※
申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
す
る
講
座
名
（
①
〜

③
）
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
（
①
で
保
育
希
望
者

は
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
）
を

明
記
（
返
信
用
に
も
宛
名
を
記

入
）
し
、
12
月
24
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
一
丁
目
16
―
２
流
山

市
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
４
６
２

★
東
京
理
科
大
学
公
開
講
座

（
全
６
回
）（
東
京
理
科
大
学
・

公
民
館
共
催
）

▽
日
程
＝
平
成
16
年
１
月
10

日
・
24
日
・
31
日
、
２
月
21

日
・
28
日
、
３
月
６
日
の
土
曜

13
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
東
京
理

科
大
学
野
田
校
舎
（
野
田
市
）

▽
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）
▽

内
容
／
テ
ー
マ
＝
講
習
と
実

技
／
心
と
身
体
の
健
康
科
学
▽

受
講
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
７
１
２
２
―
１

５
６
０
）
、
電
子
メ
ー
ル

（oyam
aken@

rs.noda.tus.ac.
jp

）
ま
た
は
郵
送
（
〒
２
７
８

―
８
5
１
０
野
田
市
山
崎
２
６

４
１
）
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を

明
記
し
東
京
理
科
大
学
教
養

（
小
山
望
）
へ

□問
東
京
理
科
大
学
�
７
１
２

２
―

５
５
５
３

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
対
策
講
座
・

速
習
ワ
ー
ド
コ
ー
ス(

全
４
回)

▽
日
程
＝
平
成
16
年
１
月
９

日
〜
30
日
の
毎
週
金
曜
18
時
〜

21
時
▽
場
所
＝
野
田
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
野
田
市
）
▽

定
員
＝
18
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）
▽
受
講
料
＝
７

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
受

験
料
は
別
途
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
〒
２
７
８
―
０
０

３
１
野
田
市
中
根
３
２
３
―
３

野
田
地
域
職
業
訓
練
協
会
「
速

習
ワ
ー
ド
講
座
」
係
へ

□問
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の
だ
�

７
１
２
１
―

１
１
８
４

外
国
語
講
座
の
補
充
募
集

（
流
山
市
国
際
交
流
協
会
主
催
）

▽
日
程
＝
平
成
16
年
１
月
期

（
１
〜
３
月
）
▽
講
座
名
＝
ス

ペ
イ
ン
語
入
門
・
ス
ペ
イ
ン
語

初
級
・
中
国
語
初
級
・
初
級
英

文
法
講
座
▽
募
集
人
員
＝
各
講

座
若
干
名
▽
受
講
料
＝
一
般
…

４
０
０
０
円
／
会
員
…
３
０
０

０
円
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
流

山
市
国
際
交
流
協
会
（
杉
浦
）

へ
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
流
山
市
国
際
交
流
協
会

（
杉
浦
）
�
７
１
５
５
―

１
８

７
４★

人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
平
成
16
年
１
月
16

日
�
15
時
〜
16
時
▽
場
所=

森

の
図
書
館
▽
内
容
＝
人
形
劇

「
し
っ
ぽ
を
と
ら
れ
た
オ
オ
カ

ミ
」
ほ
か
▽
出
演
＝
人
形
劇
ピ

ッ
コ
ロ
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２

―

３
２
０
０

日
本
画
壇
の
巨
匠
「
後
藤
純

男
展
」

▽
期
間
＝
平
成
16
年
１
月
４

日
〜
18
日
▽
時
間
＝
９
時
30
分

〜
17
時
▽
場
所
＝
県
立
関
宿
城

博
物
館
（
野
田
市
）
▽
入
場

料
＝
無
料

□問
県
立
関
宿
城
博
物
館
�
７

１
９
６
―

１
４
０
０

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
16
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
行
財
政
の
現
状
に
つ
い
て

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７
１

５
０
―

６
０
７
８

★
国
保
運
営
協
議
会

▽
日
時
＝
12
月
19
日
�
13
時

15
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
諮
問
に
対
す
る
答
申
、
保

険
事
業
に
つ
い
て
ほ
か

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５
０

―

６
１
１
０

★
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
流
山
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
の
決
定
に
つ
い
て
ほ
か

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
７

★
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
、
平

成
16
年
１
月
15
日
�
い
ず
れ
も

14
時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
市
議
会
議
員
の
報
酬
お
よ

び
市
長
・
助
役
等
の
特
別
職
の

給
料
に
つ
い
て

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６

０
６
８

★
豚
汁
ジ
ョ
ギ
ン
グ

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
７
時

（
受
け
付
け
は
６
時
50
分
か
ら
）

〜
※
小
雨
決
行
▽
場
所
＝
八
木

北
小
学
校
▽
対
象
＝
市
民
▽
参

加
費
＝
２
０
０
円
（
豚
汁
代
）

▽
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１

５
９
―

１
２
１
２

★
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
７
時

30
分
〜
（
雨
天
時
は
屋
内
の
催

し
の
み
開
催
）
▽
対
象
＝
市
民

▽
場
所
＝
東
小
学
校
▽
内
容
＝

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
時
直
接

会
場
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１

５
９
―

１
２
１
２

イ
チ
ゴ
の
出
荷
準
備
進
む

市
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
生
産
を

振
興
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
イ

チ
ゴ
生
産
農
家
で
は
、
出
荷
に

向
け
て
準
備
中
で
す
。
ま
た
、

直
売
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
摘
み
た
て
の
地
元
の
イ

チ
ゴ
を
食
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６

０
８
６

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
期
間
＝
平
成
16
年
１

月
５
日
�
〜
15
日
�
▽
申
込
資

格
＝
①
申
込
者
が
日
本
国
籍
の

方
、
ま
た
は
外
国
人
で
在
留
期

間
が
１
年
以
上
の
在
留
資
格
を

有
し
県
内
市
町
村
に
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
方
②
同
居
親
族

の
あ
る
方
③
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
方
④
県
内
に
住
民
登
録
の

う
え
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る

方
⑤
基
準
を
満
た
す
連
帯
保
証

人
が
い
る
方
⑥
収
入
基
準
に
適

し
て
い
る
方
▽
応
募
方
法
＝
所

定
の
応
募
ハ
ガ
キ
に
よ
り
平
成

16
年
１
月
15
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
へ
※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
応
募

ハ
ガ
キ
、
空
き
家
一
覧
表
は
平

成
16
年
１
月
５
日
か
ら
市
都
市

計
画
課
、
各
出
張
所
、
各
公
民

館
（
月
曜
を
除
く
）
で
配
布
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社

�
０
４
３
―

２
２
２
―

９
２
０

０ 常磐自動車道測定結果（平成15年10月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）
�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 19 60 11 59

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

46,173台 47,684台 93,857台

下　り 合　計

▽日程＝①12月19日�②平成16年1月9日

�、いずれも9時30分～12時30分▽場所=
いずれも流山運転免許センター▽献血ので

きる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、

65歳以上の方は60歳から64歳までに献血経

験がある方）※献血手帳がある方は持参　　

□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

第188回 

今月は26日に　 

南流山ひだまりサロン

新春作品展示会（鎌倉彫愛好会主催）＝平成16年
1月7日�9時～12時、東部公民館。入場無料□問森下
�７１７３－２２６８
草笛の吹き方講習会（草笛愛奏会主催）＝平成16
年1月10日・24日の土曜、14時～16時、野々下福祉
会館。参加費無料□問海野（うんの）�７１４４－２
３１３
ジャズ＆ハワイアンジョイントコンサート（バン
ド　マウイチャイムス主催）＝平成16年1月11日�
12時30分～16時、さわやかちば県民プラザホール
（柏市）。入場料1,000円（全席自由）※チケット購
入はお早目に□問池田�７１５４－５０２３
第7回県生涯大陶芸専攻科展示会（県生涯大江戸
川台校舎陶芸専攻科展実行委主催）＝平成16年1月
15日�～18日�10時～20時（15日は12時から、18
日は18時まで）、柏市民ギャラリー（柏市）。入場無
料□問吉田�７１５９－１８４１
アツキヨ・コンサート・千葉県にろう重複障害者
施設をつくろう（千葉県ろう重複障害者施設をつく
る会　北ブロック主催）＝平成16年1月17日�16時
～18時、南流山センター。入場料1,000円□問大宮�
７１５２－７６５７／水野�７１５２－７９６２
第2回小学生（4～6年生）ソフトテニス教室（流
山市ソフトテニス連盟主催、市教委後援）＝平成16
年1月18日�～3月20日�（全10回）9時～11時、コ
ミュニティプラザ。参加費1,000円（10回分。保険
料含む）※定員40人（多数抽選）□問小嶋�７１５
２－７６７５
トールペイント講習会（Ｆ・Ｈトールペイント主
催）=12月16日�9時30分～14時30分、文化会館。
参加費3,000円□問柿林�７１５０－０４８４

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公

民館、南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民
総合体育館にある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、
掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希望者のみ）まで
に秘書広報課に提出を。なお、掲載する内容はイベント
名・サークル名、開催日時・場所、問い合わせ先です。ま
た、内容の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

展
　
示

そ
の
他

施
策
会
議
傍聴可

▽日時＝12月18日、平成16年1月15日の木曜、い
ずれも10時30分～11時30分▽場所＝南流山センタ
ー▽参加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
※子育て中のお母さん、お父さん、歌やおしゃ
べりなどでひとときを過ごしませんか
□問文化会館�７１５８－３４６２

▽日時＝12月26日�12時15分～▽場所＝市役所市民
ギャラリー▽テーマ＝～音楽の旅　夢飛行～世界の音
楽シリーズ№21ロシア▽曲目＝イタリア組曲より「序
奏」「タランテラ」「メヌエットとフィナーレ」（ストラ
ヴィンスキー）、くるみ割り人形より「花のワルツ」
（チャイコフスキー）ほか▽出演＝小高根真理子（ヴァ
イオリン）、内藤葉子（ピアノ）、長谷川千恵子（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

【
事
例
１
】

突
然
、
携
帯
に
業
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
サ
イ
ト
利
用
料

七
万
円
を
支
払
う
よ
う
に
。
き

ょ
う
の
三
時
ま
で
に
払
わ
な
い

と
、
学
校
に
迷
惑
が
掛
か
る
」

と
言
う
。
以
前
、
着
信
履
歴
に

か
け
直
し
た
ら
、「
登
録
さ
れ

ま
し
た
」
と
テ
ー
プ
が
流
れ
て

い
た
の
で
す
ぐ
切
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

か
け
直
し
た
だ
け
で
は
、
契

約
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
業
者
に
聞
か
れ
て
も
絶
対

に
名
前
、
自
宅
の
住
所
や
電
話

番
号
な
ど
、
個
人
情
報
を
言
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
事
例
２
】

高
校
生
の
息
子
の
携
帯
電
話

に
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
業
者
か
ら
十
万
円
を

請
求
す
る
メ
ー
ル
が
来
た
。
息

子
の
話
に
よ
る
と
、
十
八
歳
未

満
は
利
用
禁
止
と
あ
っ
た
が
、

利
用
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。

支
払
う
べ
き
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

親
の
承
諾
を
得
ず
、
か
つ
料

金
が
小
遣
い
の
範
囲
を
超
え
る

契
約
は
、
未
成
年
者
契
約
の
取

り
消
し
が
可
能
で
す
。
未
成
年

者
が
積
極
的
に
偽
っ
て
契
約
し

た
場
合
は
取
り
消
せ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
事
業
者

が
年
齢
を
確
認
す
る
手
立
て
を

し
て
い
な
い
の
で
、
取
り
消
し

可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
法
外
な
延
滞
料
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
法
律
に
よ
り
延
滞
料
の
上

限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
自
衛
が
大
切
！
】

大
変
便
利
な
携
帯
電
話
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。
自
衛
す
る
に
は
、

①
安
易
に
出
会
い
系
サ
イ
ト
や

無
料
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
な
い

②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
複
雑
に

す
る
③
受
信
し
た
い
ア
ド
レ
ス

以
外
を
拒
否
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
接
続
機
能
の
な
い
機
種
を

選
ぶ
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
親
子
で
携
帯

電
話
の
使
い
方
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

消費生活センター
�7158-0 9 9 9

未
成
年
者
の
携
帯
電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

注１…戸籍の届け出や緊急時は、市役所守衛室�７１５８―１１８０へ。
住民票の写しの電話予約サービスは、年末は12月20日・21日交付で終
了、年始は１月10日・11日交付から開始

注２…漏水などは、�流山水道センター�７１５９―９１０６へ
注３…粗大ごみの持ち込み時間は、８時30分～11時30分、13時～15時30分。

ただし、年末の動物死体処理の受け付けは、リサイクルプラザ（�７
１５７―７４１１）へ

注４…12月28日、１月４日は受け付けのみ行います
注５…12月22日・23日、１月12日・13日は休館。

返却ボックスは12月21日15時～24日10時、12月28日15時～１月４日10
時、１月11日15時～14日10時の期間は閉鎖

注６…屋外体育施設（公園野球場を除く）は、５日から使用可※事前
予約があるもの

注７…12月28日は17時で閉館
注８…12月30日、１月５日は通夜の使用不可。１月４日は告別式の使

用不可。１月６日は通夜のみ使用可
注９…一般健康相談、事業所検診、水質検査、腸内細菌検査、エイズ

相談・検査、飼えなくなった犬猫引き取りについては、事前に
問い合わせを

※健康保険証を
忘れずに。往診は
しません。なお、
内科・小児科につ
いては、夜間は医
療機関が当番制で
診療します。当番
医の確認は市消防
本部�7158－0119へ

銀
行 

初
石 

公
民
館 

ふ
れ
あ
い
の
森 

東武野田線 至
豊
四
季 

初石駅 至江
戸
川
台 

  休日診療所 
（保健センター内） 

流山 
郵便局 

（受付時間）

会議にも熱が入る実行委員の
皆さん

成
人
を
迎
え
る
方
々
の
門
出

を
祝
う
成
人
式
「
二
十
歳
を
祝

う
つ
ど
い
」
を
、
来
年
一
月
十

二
日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま

す
。こ

の
成
人
式
は
、
毎
年
市
内

の
各
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た

新
成
人
（
三
十
二
人
）
で
構
成

す
る
「
成
人
式
実
行
委
員
会
」

が
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

現
在
、
実
行
委
員
会
で
は
、

「
成
人
式
が
単
な
る
通
過
儀
礼

で
は
な
く
、
み
ん
な
が
楽
し
め

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
テ
ー

マ
に
「
夢
」
を
掲
げ
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
式
典
と
記
念
行
事

を
二
つ
に
分
け
、
式
典
は
伝
統

を
重
ん
じ
厳
粛
に
行
い
、
記
念

行
事
は
来
賓
あ
い
さ
つ
や
祝
電

披
露
な
ど
を
省
き
時
間
の
短
縮

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
ま
で
行
っ
て
き

た
中
学
校
恩
師
か
ら
の
「
お
祝

い
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
」に
替
わ
り
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
夢
」

を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
映

画
「
ｄ
ｉ
ｓ
ｐ
ｕ
ｔ
ｃ
ｈ

ｆ

ｒ
ｏ
ｍ

流
山
（
流
山
か
ら
発

信
）」
を
上
映
し
ま
す
。
こ
の

映
画
は
、
誰
が
観
て
も
楽
し
め

る
こ
と
に
心
掛
け
な
が
ら
、
現

在
、
実
行
委
員
会
が
制
作
し
て

い
る
作
品
で
、
新
成
人
が
お
世

話
に
な
っ
た
中
学
校
の
先
生
方

が
、
各
学
校
の
カ
ラ
ー
を
出
し

な
が
ら
出
演
す
る
場
面
も
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
今
月
中
旬
に
新
成

人
に
発
送
予
定
の
案
内
状
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
も
、
実
行
委
員
会

が
自
分
た
ち
で
手
掛
け
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//chiba.cool.ne.jp/nagarey
am
a
20/

）
を
開
設
し
、
新
し

い
企
画
の
成
人
式
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

実
行
委
員
長
の
境
伊
央
さ
ん

流
山
市
俳
句
協
会
は
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
、
「
五
・

七
・
五
」
の
文
字
で
自
分
の
感

動
を
表
現
す
る
俳
句
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
流
山
少
年
少
女
俳
句
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
小
・
中
学
校
を
通
し

て
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
生
（
千
二
百
六
十
八
人
）

か
ら
二
千
百
七
十
四
句
、
中
学

生
（
九
百
二
十
四
人
）
か
ら
千

三
百
九
十
七
句
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
多
数
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
佐
藤
静
夏
さ
ん
（
南

流
山
小
６
年
）
の
作
品
「
赤
ト

ン
ボ
青
い
キ
ャ
ン
パ
ス
飛
ん
で

い
く
」
と
、
上
野
裕
子
さ
ん

（
東
部
中
２
年
）
の
作
品
「
し

も
ば
し
ら
住
ん
で
み
た
い
な
銀

の
城
」
が
、
市
長
賞
に
選
句
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
長
賞
以
外
の
上
位

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

▽
市
議
会
議
長
賞
＝
大
地
萌

子
（
西
深
井
小
６
年
）
／
伊
原

彩
加
（
東
深
井
中
３
年
）
▽
教

育
長
賞
＝
國
安
悠
（
鰭
ケ
崎
小

５
年
）
／
金
垣
里
美
（
北
部
中

３
年
）
▽
文
化
協
会
長
賞
＝
花

輪
千
尋（
江
戸
川
台
小
６
年
）
／

中
島
浩
美
（
南
流
山
中
３
年
）

▽
俳
句
協
会
長
賞
＝
菅
ノ
又
北

都
（
長
崎
小
３
年
）
／
阿
部
正

稔
（
西
初
石
中
３
年
）

は
、「
近
年
、
日
本
各
地
で
成

人
式
の
評
判
が
良
く
な
い
け
れ

ど
、
流
山
は
違
う
。
一
生
に
一

度
の
こ
と
だ
か
ら
、
熱
く
取
り

組
み
た
い
。
妥
協
し
な
い
で
上

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
人
式
の
日
程
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
日
時
＝
平
成
16
年
１
月
12

日
�
10
時
30
分
〜
▽
場
所
＝
文

化
会
館
※
当
日
、
参
加
者
全
員

に
記
念
品
を
贈
呈

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
６

20
歳
を
祝
う
つ
ど
い

”夢
“
を
テ
ー
マ
に
着
々
準
備

流
山
少
年
少
女
俳
句
大
会

小
・
中
学
生
か
ら
　
句
の
応
募

11月9日に文化会館で行わ
れた表彰式

年末年始の業務案内 

施　設　名 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 

12月 1月 

市役所、各出張所 

ケアセンター 

保健センター 

水道局 

清掃事務所（清美園） 

新ごみ焼却施設、リサイク
ルプラザ・リサイクル館 

リサイクルプラザ・プラザ館 

文化会館、各公民館、南
流山センター 
中央図書館、森の図書館、
各分館 

博物館 

一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明 

市民総合体育館 

コミュニティプラザ 

各福祉会館 

身体障害者福祉センター 

老人福祉センター 

児童館・児童センター 

公共施設間循環バス 

運転免許センター 

柏駅行政サービスセンター 

ウイングホール柏斎場 

柏保健所 

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ● ● ●  

 ●    ● ● ● ●  

  ● ● ● ● ● ●   

  ● ● ● ● ● ●  ● 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ● ● ● ● ● ●  ● 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ● ● ● ● ● ●   

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

    ● ● ● ●   

● ● ● ● ● ● ● ● ●  

（注１） 

（注2） 

（注3） 

（注4） 

（注5） 

（注6） 

（注7） 

（注8） 

（注9） 

●：閉庁、休館、運休など 
成人式

3571

aaaaaaaaaaaaaaaaa
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診 療 日　12月30日�
～平成16年1月4日�

診療場所　保健センター内休日診療所
�7 1 5 5－3456
（西初石４丁目、
初石駅下車徒歩約８分）

診療科目　①内科・小児科
（９時～11時30分、
13時～16時30分）

②歯科
（９時～11時30分）

急病の場合は休日診療所へ

a
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a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a
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a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

12月1日から、ごみの搬入先が流山市クリー
ンセンターに変わりましたが、年末年始は、ク
リーンセンターへのごみ搬入が多くなり混雑が
予想されます。一般家庭ごみや粗大ごみの搬入
は、出来るだけ避けてください。
やむを得ない理由により搬入される場合は、

リサイクルプラザ・プラザ館で受け付けを済ま
せてから搬入してください。
また、粗大ごみの戸別収集は12月27日�まで、
家庭ごみの収集は12月31日の水曜日収集区域ま
で行います。排出のルールを守って、各集積所
をご利用ください。
□問清掃事務所�7 1 5 7 ― 7 4 1 1

年末年始のごみ収集


